


































































は個別にやり取りする必要に迫られる。ここで取引総数 t は、生産者数を p、消費者数を c とす
54 
準最短経路と媒介中心性 55 
れば、 t = pc となる。その一方、もしこれに商業者が介在した場合、すべての取引は商人を介し




































































































































































































高い値を示すことで知られている。例えば、グループ 1 からブリッジを経由してグループ2 にア
クセスする場合、ノード A とノード B が高い媒介中心性を示す。その反面、ノード C は一切経
曲されることはない。したがって、 C の媒介中心性はゼロである。図 6 を参照せよ。
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